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令和４年第３回西郷村議会定例会 

議事日程（３号） 

                   令和４年９月１６日（金曜日）午前１０時開議 

日程第 １ 議案第４７号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

日程第 ２ 議案第４８号 西郷村特別職報酬等審議会条例 

日程第 ３ 議案第４９号 西郷村放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関す 

             る条例の一部を改正する条例 

日程第 ４ 議案第５０号 西郷村上下水道事業経営審議会条例 

日程第 ５ 議案第５１号 除染対策事業令和３・４年度債務負担行為北部仮置場調整池 

             浚渫工事請負変更契約について 

日程第 ６ 議案第５２号 除染対策事業令和４年度施工谷津田地区仮置場原状復旧工事 

             （第２工区）請負契約について 

日程第 ７ 議案第５４号 令和３年度西郷村歳入歳出決算の認定について 

日程第 ８ 議案第５５号 令和３年度西郷村公営企業会計剰余金の処分及び決算の認定 

             について 

日程第 ９ 議案第５６号 令和４年度西郷村一般会計補正予算（第３号） 

日程第１０ 議案第５７号 令和４年度西郷村墓地特別会計補正予算（第１号） 

日程第１１ 議案第５８号 令和４年度西郷村国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第１２ 議案第５９号 令和４年度西郷村介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第１３ 議案第６０号 令和４年度西郷村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

日程第１４ 議案第６１号 令和４年度西郷村水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第１５ 議案第６２号 令和４年度西郷村工業用水道事業会計補正予算（第１号） 

日程第１６ 議案第６３号 令和４年度西郷村下水道事業会計補正予算（第２号） 

日程第１７ 報告第 ３号 令和３年度西郷村財政健全化判断比率の報告について 

日程第１８ 報告第 ４号 令和３年度西郷村公営企業会計資金不足比率の報告について 

日程第１９ 報告第 ５号 一般社団法人西郷村農業公社経営状況報告について 

追加日程第１ 議案第６４号 西郷村教育委員会委員の任命について 

追加日程第２ 諮問第 ２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

日程第２０ 議員派遣の件 

日程第２１ 閉会中における継続調査の結果について 

日程第２２ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件 

日程第２３ 総務常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

日程第２４ 産業建設常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

日程第２５ 文教厚生常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

日程第２６ 閉会 
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◎開議の宣告 

○議長（真船正康君） おはようございます。定足数に達しておりますので、直ちに本日

の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

◎追加日程の議決 

○議長（真船正康君） 日程に入るに先立ち、ここで議案の追加提案について申し上げま

す。 

   ただいま議案１件、諮問１件が追加提案されました。 

   おはかりいたします。 

   議長において日程に追加し、直ちに議案を上程したいと思いますが、ご異議ありま

せんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 異議なしと認めます。 

◎休憩の宣告 

○議長（真船正康君） それでは、議案を配付しますので、暫時休憩いたします。 

（午前１０時００分） 

◎再開の宣告 

○議長（真船正康君） 再開いたします。 

（午前１０時０１分） 

○議長（真船正康君） 配付漏れはございませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 配付漏れなしと認めます。 

◎追加議案の上程（議案第６４号及び諮問第２号） 

○議長（真船正康君） ただいま追加提案されました議案１件、諮問１件につきましては、

日程第１９の次に、追加日程第１、議案第６４号、追加日程第２、諮問第２号とする

ことにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 異議なしと認めます。 

   追加日程第１、議案第６４号から追加日程第２、諮問第２号までを一括上程いたし

ます。 

   職員に議案を朗読させます。 

   議会事務局長。 

（事務局長、議案書により朗読） 

○議長（真船正康君） 議案の朗読が終わりました。 

◎提案理由の説明 

○議長（真船正康君） 続いて、提出議案に対する提案理由の説明を求めます。 

   村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） 本日、追加提案いたしますのは、議案第６４号「西郷村教育委員
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会委員の任命について」及び諮問第２号「人権擁護委員候補者の推薦について」の人

事に関する案件２件でございます。 

   まず、議案第６４号の「西郷村教育委員会委員の任命について」のご説明を申し上

げます。 

   現在、委員の勝又千賀子氏が令和４年１０月１７日をもって任期満了となることに

伴い、再度教育委員会の委員として任命いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律第４条第２項の規定により議会の同意を求めるものであります。 

   勝又千賀子氏は、学校教育並びに社会教育関係の委員を歴任し、平成２２年９月に

議会のご同意をいただき西郷村教育委員会委員に就任以来、教育向上には多大なる実

績を残されてきたところであります。温厚なその人柄から信望も厚く、本村の教育行

政のさらなる進展にご尽力をいただけるものと確信し、提案するものであります。 

   次に、諮問第２号「人権擁護委員候補者の推薦について」のご説明を申し上げます。 

   現在、委員の金澤登志子氏が令和４年１２月３１日をもって任期満了となることに

伴い、再度候補者として推薦をいたしたく、人権擁護委員法第６条第３項の規定によ

り、議会の意見を求めるものであります。 

   金澤登志子氏は、令和元年１０月から人権擁護委員を務められております。長年社

会福祉業務に携わった豊富な経験により、人権擁護に対する深い理解と熱意を有して

おられますので、再度候補者として推薦いたしたく、意見を求めるものでございます。 

   以上、本日追加提案いたしました議案、諮問についてご説明を申し上げました。ご

審議の上、ご同意、ご意見を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（真船正康君） 提案理由の説明が終わりました。 

◎議案第４７号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） それでは、本日の日程に入ります。 

   日程第１、議案第４７号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第４７号「職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例」、本案に対

する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第４７号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第４８号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第２、議案第４８号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 
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○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第４８号「西郷村特別職報酬等審議会条例」、本案に対する賛成議員の挙手を

求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第４８号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第４９号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第３、議案第４９号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第４９号「西郷村放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例

の一部を改正する条例」、本案に対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第４９号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第５０号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第４、議案第５０号に対する質疑を許します。 

   １１番矢吹利夫君の質疑を許します。 

○１１番（矢吹利夫君） 議案第５０号「西郷村上下水道事業経営審議会条例」について

質疑いたします。 

   今回の上水道を一緒にするということで理解はしているんですけれども、この中の

組織について質疑したいと思います。 

   その中で、１から委員の、「委員は、次に掲げる者のうちから、村長が委嘱する」

と書いてあるわけなんですけれども、今回、議員ということで議会からというのが入

っていないのですが、それはどういうことで議会からということが除いてあるのか、

質疑いたします。 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君の質疑に対する答弁を求めます。 

   上下水道課長。 

○上下水道課長（木村三義君） 矢吹議員のご質疑にお答えいたします。 

   今回の条例案におきまして、組織、こちらで議会議員が入っていないのはどのよう
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なことかということでございますけれども、今回の議案第５０号におきまして上程し

ている条例は、地方自治法第１３８条の４第３項の規定に基づき、執行機関の附属機

関として設置するものでございます。 

   今回、議員を除いている理由につきましては、審議会や委員会等の場では、一般の

利用者の方々に多くの意見や要望を出していただき、その審議会や委員会等で提案さ

れた議題について、議会議員の皆様方には議会の場で議論をいただけることから、今

回上程しております条例では議会議員を除いているところでございます。 

   ご理解いただきますようお願いいたします。 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） 再質疑します。 

   議会議員充て職の選出基準ということで我々いただいているんですけれども、３月

のね。その中で、西郷村上下水道事業運営審議会、これは文教厚生常任委員会より

２名、産業建設常任委員会より３名ということでうたって書いてあるわけなんですけ

れども、そして西郷村水道事業運営審議会、これは総務常任委員会より１名、産業建

設常任委員会より１名、文教厚生常任委員会より１名ということで３名書いてあるわ

けなんですよね。下水道は５名ということで、こういうのを書いてあるんだけれども、

これも何らこの基準からちょっと外れているんではないかなと思うんですけれども、

いかがですか。 

○議長（真船正康君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（木村三義君） お答えいたします。 

   今現在の下水道審議会、水道審議会につきまして、議員の方々が入っておりますけ

れども、今回先ほどもお話ししましたとおり、地方自治法第１３８条の４、第３項に

基づいて今回設置しているものでございますけれども、審議会、こちらは執行機関の

附属機関です。こちらは審議会、審査会、調査会、その他調停、審査、諮問、または

調査のために置く機関が附属機関です。 

   この上下水道の審議会は、村長の政策を進めるに当たって専門家や村民からの意見

を求めるために設置しております。そのため、審議会において意見を集約し、村長に

報告を行う組織となっておりますので、今回は議会議員を除いているところでござい

ます。よろしくお願いします。 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） １１番。 

   今の課長の答弁の中で、我々議員としてもよく理解し難いなと。 

   これ村長に伺いますが、今回から１０名ということで、村長が委嘱するということ

で１０名、今現在１０名、１０名で審議会いると思うんですけれども、なぜ今回

１０名にしたのか、その理由づけを納得するように説明いただきたいと思います。 

○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） 矢吹議員の質疑にお答えいたします。 

   今回、上水道運営審議会、そして下水道運営審議会を合併して上下水道運営審議会
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ということに一本化するということであります。 

   そんな中で、委員の構成でありますけれども、課長が先ほど説明しましたように、

地方自治法１３８条の４第３項の規定で、執行機関の附属機関という位置づけであり

ますので、今回は下水道、上水道、そして農業集落排水、各分野あるものの統一する

もんですから、幅広く利用者、村民の意見を聞きたいということで、多くそこに人員

を配置したわけでございまして、今回議員の方が外れておりますけれども、審議会、

先ほども言いましたように、附属機関ということでありますので、議員の皆様には議

場において高所大所から議決を賜りたいという思いでそのようにさせていただきまし

た。 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） １１番です。 

   附属機関ということで、村長が考えているのは私としてはちょっと分からないんで

すけれども、ただし、今後の審議会に関しても、では、確認しますけれども、議員は

入れないという方向で考えておるのか、再度伺います。 

○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） 審議会全部外すというわけではありませんで、中にはまず審議会

においては、法的に議員を入れなきゃならないという縛りが１つありますよね。それ

以外には条例、規則で決めるということでありますので、各審議会、今頭にあるのは

１１審議会あると思うんですけれども、その都度今後これを参考にしながら、全部排

除という方向ではありませんけれども、その都度検討していきたいと思いますので、

ご理解賜りたいと思います。 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） 全てではないということで、貴重なのは残すということで、だ

んだんと議会からは外すという、今後はそういう理解でいいんですか。議会は外して、

今後審議会は持っていくという方向づけでいるということで理解していいんですか。 

○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） お答えいたします。 

   それらについても、議員の皆さんと相談しながら、全部外すとか、積極的に外すと

いうことではなく、その都度審議をしながらよりよい方向に進めていきたいと考えて

おりますので、ご理解賜りたいと思います。 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） １１番。 

   そうすると、議員の皆さんからも相談しながらという今村長の説明でありましたが、

では、今回の上下水道の件に関しては、私らは説明を伺ってないもんですから、何で

今回上下水道がいきなりばっさり、統合という先ほどのお話は理解しますけれども、

その事前にこういう形で今後進めていくつもりでいるんだとか、何か説明があっても

しかるべきではないかなと私なりには思いますけれども、最後にどうですか。 

○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 
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○村長（髙橋廣志君） お答えいたします。 

   先ほどお話ししましたように、タイミング的に上下水道一緒になるという、そのタ

イミングがあったものですから、村民、利用者、いろいろな意見を聞きたいというこ

とで、そういう人員の、１０人の配置にさせていただいたわけであります。事前に説

明しろということもあったかもしれないんですけれども、たまたま両審議会の中でこ

のような説明をさせていただきましたので、ご理解賜りたいと思います。 

○１１番（矢吹利夫君） 了解しました。終わります。 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君の質疑は終わりました。 

   そのほか、議案第５０号に対する質疑はございますか。 

   ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） ８番鈴木勝久です。 

   議案第５０号「西郷村上下水道事業経営審議会条例」について質疑いたします。 

   今、村長が審議会の答申によってという話をしましたが、私、この上下水道の両方

の審議会のメンバーです。そこで確かに議員をという部分をなくすには、そういう意

見でまとまっていましたが、ただ、審議会の内容上ほとんどの審議内容が議員の発言

で構成されていたというか、審議会が動いていた嫌いがあったので、村長が認めるも

の、村長が望むものという最後の、（３）か、ちょっと見ていないんですけれども、

（４）でしたっけ、（３）ですね、そこに議員も含めるような含みをもたして、議員

は専門的な知識を持った人たくさんいるんですよね。上水道に関しても、下水道に関

しても、その内容を数字的にも詳しく知っていたので、そこでちょっと含みをもたし

てくれないかという、そういうお話もしたはずなんです。 

   ですから、まるっきり、特に上水道とか下水道は使っている側の立場でしゃべるこ

とはできるんですけれども、内容の中の経営的な部分に関しては、一般から入ってく

る方々だと数字は分からないし、内容がちょっと分からないですね。ですから、そこ

にもしかしたら議員の方も入れておかないと審議会が回らないんじゃないか。 

   そういうわけで、議員も入れる余地があるようなまとめにしてくださいと言った経

緯がありますけれども、その辺どのように感じたか、そこも排除してということであ

れば、この条例に関しては、村長が今おっしゃったように、事前に議会と話し合って、

これからの審議会の構成どうしたらいいんだというのを１回どこかで話し合う機会が

あればよかったのかなと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君の質疑に対する答弁を求めます。 

   村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） 鈴木勝久議員の質疑にお答えいたします。 

   確かに、事前にそういうお話できる機会があればよかったなと思っております。た

またま先ほども言いましたように、今回令和２年から公営企業化になったものですか

ら、それに伴い統一ということで、今回はそういう審議会の中でご説明させていただ

きました。 

   議員の方には本当に博識の方がおりまして、詳しい方本当におります。そういう意
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味で、最後の２人の中に、村長が認める中で識見を有する者ということで入ることも

可能かなということで考えておりますので、あえて議員を入れないで識見を有する者

の中に、そういった意見を聞きながら委嘱ですか、それも考えていきたいなと思って

おります。いずれ内容によって検討していきたいと思います。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） 村長というか、村長の諮問機関でございますので、村長のお考え

でそれをどう運営するかというのは村長の考え次第だと思うんですけれども、一応今

までは条例というか、そういうところに議員を入れるというのが入っていましたので、

入れないという理由を述べる機会というか、説明する機会があったほうが良かったん

じゃないかなと思います。 

   そういう今、村長の答弁を聞いていて、そういうお考えであれば私は結構でござい

ますので、質疑を終わらせていただきます。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君の質疑は終わりました。 

   続きまして、議案第５０号に対するそのほかの方ございますか。 

   １３番後藤功君。 

○１３番（後藤 功君） 議案第５０号について質疑します。 

   ただいま８番議員の質疑で髙橋村長の考えというのは大体分かったんですが、実は

私、上水道の審議会の委員であります。先頃委員会が開かれまして、その席で、これ

おかしいんじゃないかと私いろいろただしたんですよね。事務局のほうで十分分かっ

ているはずなんですが、私に限らず何人かの委員もこのことについて疑義をただした

と、そういう経緯があります。 

   私、具体的などういうことかということをここで実態を申し上げたいと思います。 

   今回、議案第５０号の議案の中身に限らず、村の諮問機関いろいろ数多くあります

が、その実態、私も議員も三十有余年の経験上申し上げますと、形骸化ですか、表向

きの各いろいろな意見を聞いて行政をやっていくんだ。それはそれでそういうことな

んですけれども、実態は、ほとんどの民間の有識者、そういう方々の発言というのは、

本当にもう事務局主導でたたき台になっているものをただ賛成、反対、それでほとん

どが実態はそうですね。あえてそのことについて議員の皆さんがほとんど発言してい

ると。 

   私は、やはりこれを考えなきゃならないのは、こういった物事の本質の誰が一番利

益を被るんだと、住民でしょう。住民がそのことによって一番、例えばいろいろなか

んかんがくがくその実態の中身のことについて、一番我々が申し上げたことが住民の

利益になるということが最大の私は眼目だと思うんですよ。それを抜きにして、ただ

執行部側が都合のいいような解釈でこれを形骸化して骨抜きにして、しゃんしゃん、

執行部の提案がそのまま通るほうがそれはスムーズでいいでしょう。 

   しかしながら、こういったことは結局西郷村民の利益にならないと。そういう私は

観点に立って、行政のこともそういうスタンスであれば、今回の、今村長は決してそ

ういうことではないということで答えておられましたが、しかしながら、何もここで
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議員をちょっと遠慮していただいて、民間の各有識者の意見を広く聞くんだと、前段

私が申し上げましたが、それは聞くにしても、実態は何もおっしゃらないということ

がほとんどなんです。 

   我々は、３月の当初予算からずっと予算上こういったことに対してある程度分かっ

ているわけです。それを基に、そして自分のいろいろな各議員さんは地域住民の、例

えば水道料が高いとか、何が問題だ、やはり陳情を受けるわけですよ。そういったこ

とをなぜ排除するんだと。これはちょっとネガティブに捉えれば、村長はできるだけ

自分のシンパのそういう審議委員にしちゃって、あまり文句言う人は排除したいと。

それ以外、そういうふうになっちゃうんです。そうじゃないですか。 

   いろいろな民生委員から、教育委員から、行政区長から、ほとんど髙橋色一色でし

ょう。極端かもしんないけれども、そう言う人があると。私もいろいろ検証したらそ

うだよなと。そういうことが、この民主主義社会において本当に健全なのかと。 

   ちょっと枠広げて政治的なことを申し上げると、私は健全じゃないと。やはりいろ

いろな斜めに角度、正面、いろいろなそういうことから申し上げる人がいないとどう

なっちゃうんだと。審議会でも何でもしゃんしゃん、そのとおり決まって、果たして

本当の民意はどうなんだと。 

   私は、そういう観点からもそれはよろしくないと。やはり今までどおり、たとえ議

員の人が真逆のことを言ったとしても、それはそれで選良で選ばれた人なんだから、

それなりの根拠があるわけです。ですから、議員一色にしろとは申しませんけれども、

それを外す必要はないと。 

   私は、委員会の席でさんざんこれ申し上げてきました。課長は村長にその辺伝えて

あるのかどうだか分からないけれども、これは少し再考して、いや、今までどおりそ

ういうことで尊重します。これは議員のほうでも、一時期議会改革と称してできるだ

けあまりそういうところから抜けようと。それはとんでもないことなんですよ。なぜ

そういう我々の識見なり生かさないんだと。問題点を把握しているのは、我々のほう

がより切実ですよ。 

   私も申し上げれば、上水道の問題も住民から聞いています。こういうとこで困っち

ゃったんだ。最大限に私も動きました。いろいろな問題があるんですよ。そういうこ

とを、場を削っちゃったらどうなんだと。結果的には、これは住民が不利益になっち

ゃう。それを一番私は危惧します。 

   だから、村長のそういう政治的なやりやすくとか、そういうことを抜きにして、物

事の本質はどこにあるんだと、民主主義の本質はどうなのか、プーチンじゃないんだ

から、きちっとそういうことを、全体の利益ということを考えて行政をやっていただ

きたい。どうですか。 

○議長（真船正康君） １３番後藤功君の質疑に対する答弁を求めます。 

   村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） 後藤議員の質疑にお答えいたします。 

   今ほどたくさんおっしゃられました。納得すること多々あります。課長のほうから、
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議員である後藤議員とほかの議員の方からもいろいろ意見も私は参考にしながら、議

会改革という話も聞いたりして、いずれにしても、議員の意見は大切でありますし、

村民の代表ということも認識しておりますけれども、議員が一生懸命やるがために、

村民の委員の意見が出しにくいということもあるかもしれないですね。 

   そういうことで、トータル的に（１）の中で、識見を有する者の中に、そこに選ぶ

ことも可能でありますので、その辺で理解していただきたいなと思っております。 

○議長（真船正康君） １３番後藤功君。 

○１３番（後藤 功君） 今村長ね、いみじくもおっしゃいましたが、以前から、要する

に議員は邪魔だという、そういう一部の村民にあるんですよ。議員が出てくるから何

もできないんだと。ある意味うるさい議員が西郷村をかんましているんだと。あいつ

らがいるから西郷村はうまくいかないんだと。そういう人がいるんです。だから、議

員は排除しろと。真っ向対立ですね。 

   私はそういう立場に立ちませんけれども、前段で申し上げたとおり、村民の利益に

なるのがまず第一義だと、どんないろいろな議員個人がどう思われようと、物事の本

質に決まった議論をすることが、これは西郷村の利益になるんだと。村長が村長の立

場を有利にしようとか、ある一部の人はそうでしょう。俺は村長派だから、村長に反

対する勢力なんてみんなつぶしちまえと。そう言う人があるんです。言っているんで

すよ。それが具現化したこういう議案になってきたんじゃないかと、ある意味私はそ

う思うんです。 

   決してそういう、外野は外野で言論の自由だから何を言っても構わないけれども、

しかしながら、結果的にそうなったら、これは住民の不幸ですよと。やはり自由闊達

ないろいろな角度から申し上げて、そして予算、あるいは条例、いろいろなものを何

のために我々議会に出てきているんですか、西郷村村政を論じるために出ているんで

す。そういう場から排除して、何の利益になるんですかと。 

   そして各審議会の中には、事前に予算も何も、一般の審議員は分からないわけです

から、ただ、当日、その日に来て資料を渡されて、はい、賛成です、それで終わりで

しょう。それが果たして健全のなのかと。いや否定はしませんけれども、これは形上

取らざるを得ないんでしょう。だから、これは諮問にしても、本当にすばらしい諮問、

これは真っ当だと、行政で抜け落ちたことを指摘して、そしてその部分をきちっと答

申すると、それが本質でしょう。 

   だから、そういう抜け落ちた部分も議員はやはりカバーしたり、きちっとしたそう

いう役割があるんです。そういうことを前提によく慎重に考えていただきたい、この

ように思います。 

   ですから、今後の行政においてこの各審議会、諮問の在り方、答申、それをこれを

契機にもう少し慎重に、抜け落ちた、果たしてそれは慎重にやっているのかどうかと。

そういう世間のそういう変な曲がったそういうことに、村長は迎合してもらっては困

る。政治的な立場は別として、その点よく考慮して慎重にやってもらいたい。こうい

うことです。どうですか。 
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○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） 後藤議員のおっしゃること、本当にそのとおりだと思っておりま

す。 

   いずれにしても、今後、審議会においては、そういった意見も頭に十分入れながら、

村民のためにやっていきたいと思いますので、ご理解賜りたいと思います。 

○議長（真船正康君） １３番後藤功君。 

○１３番（後藤 功君） 終わります。 

○議長（真船正康君） １３番後藤功君の質疑は終了いたしました。 

   次に、議案第５０号に対するそのほかの質疑ございますか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第５０号「西郷村上下水道事業経営審議会条例」、本案に対する賛成議員の挙

手を求めます。 

（挙手多数） 

○議長（真船正康君） 挙手多数であります。 

   よって、議案第５０号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第５１号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第５、議案第５１号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第５１号「除染対策事業令和３・４年度債務負担行為北部仮置場調整池浚渫工

事請負変更契約について」、本案に対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第５１号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第５２号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第６、議案第５２号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 
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（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第５２号「除染対策事業令和４年度施工谷津田地区仮置場原状復旧工事（第

２工区）請負契約について、本案に対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第５２号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第５４号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第７、議案第５４号に対する質疑を許します。 

   ８番鈴木勝久君の質疑を許します。 

○８番（鈴木勝久君） ８番鈴木勝久です。 

   私は、成果調書４６ページ、学校給食センター整備について質疑いたします。 

   ４６ページ、成果調書の４６ページです。ここに書いてあるのは、実施設計事務委

託、建設工事、建設・電気・機械、厨房機器、備品発注４億４,７５２万８,０００円

についてでございます。これは令和４年第１回西郷村議会定例会の追加議案で出てき

たものでございますが、私、この第１回定例会に関して濃厚接触者であっため、参加

というか出席できなかったので、ここだけについて質疑させていただきます。 

   まず、令和３年、４年、５年度の債務負担行為、西郷村学校給食センターの工事請

負契約についてと建設（電気設備）請負工事、機械設備請負工事と厨房機器・備品購

入についてでございます。合計しますと、大体１３億円の規模でございます。この

１３億円の規模を追加議案として出し、また、この３年にかけて債務負担行為にした

ということでございますけれども、これだけの規模を追加議案に出したというのは、

どういうわけか、その辺がまず分からなかったのでお聞きしたいと思います。いかが

ですか。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君の質疑に対する答弁を求めます。 

   学校教育課長。 

○学校教育課長（緑川 浩君） ８番鈴木勝久議員の質疑にお答えいたします。 

   追加議案に出した理由でございますが、こちら全員協議会等を開催いたしまして、

その中でご説明を申し上げまして、議員の皆様方からご同意等をいただきまして、追

加議案のほうにさせていただきました。 

   以上でございます。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） まず、計画的にこういうのを進めていっているわけでございます

ね。それで、事前になぜ議案に上がってこなかったのかというのが疑問だったのが

１つだったんです。 

   次に、入札状況調書、ここの落札率を見ますと、建設本体９６.７％、機械設備

９８.９％、電気設備９７％、厨房機器備品購入については９９.７７％でございます。
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単純に落札率見まして、非常に高いなという印象があります。それでまず、この数字

間違いないですか、まずそれ確認します。いかがですか。 

○議長（真船正康君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（緑川 浩君） 質疑にお答えします。 

   今の資料ちょっと持ってはいないんですが、以前に前回の議会のときにそういう数

字だったことを記憶しております。 

   以上でございます。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） では、１番から入らせていただきます。 

   まず、３年間の債務負担行為、これ財源はどうだったんですか、その内訳について

ちょっと説明願います。 

○議長（真船正康君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（緑川 浩君） 質疑にお答えいたします。 

   財源の内訳でございますが、まず、国庫支出金でございます。学校施設環境改善交

付金を５,５６４万４,０００円、また一般財源、こちらが３億９,１８８万

４,０００円でございます。 

   以上でございます。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） 今なぜ財源の内訳を聞いたかといいますと、債務負担行為にする

には、繰り越す財源がない場合やその年度赤字が予想される場合は、債務負担行為は

認められないということがありましたので、その確認をさせていただきました。 

   それでみんなやると時間がないので１つに絞ります。この９９.７７％、学校給食

センター厨房機器備品購入についてでございます。まず、これの予定価格どのように

決められたか質疑いたします。 

○議長（真船正康君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（緑川 浩君） 鈴木勝久議員の質疑にお答えいたします。 

   予定価格の決定でございますが、参考見積り等を取らさせていただきまして、各業

者、何社からかなんですが、参考見積りを取らさせていただきまして、その見積りで

予定価格のほう決定させていただきました。 

   以上でございます。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） 参考見積りどこから取りましたか。 

○議長（真船正康君） 学校教育課長。 

◎休憩の宣告 

○議長（真船正康君） では、暫時休憩いたします。 

（午前１０時５１分） 

◎再開の宣告 

○議長（真船正康君） 再開いたします。 
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（午前１０時５２分） 

◎休憩の宣告 

○議長（真船正康君） これより午前１１時１５分まで休憩いたします。 

（午前１０時５２分） 

◎再開の宣告 

○議長（真船正康君） 再開いたします。 

（午前１１時１５分） 

○議長（真船正康君） 休憩前に引き続き、議案第５４号に対する質疑を続行いたします。 

   ８番鈴木勝久君の質疑に対する答弁を求めます。 

   学校教育課長。 

○学校教育課長（緑川 浩君） 質疑にお答えいたします。 

   先ほどはお時間をいただきましてありがとうございました。 

   先ほどの見積りの業者でございますが、３社から見積りのほうをいただいておりま

す。 

   以上でございます。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） 名前は公表できませんか。 

○議長（真船正康君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（緑川 浩君） 質疑にお答えいたします。 

   ３社の業者でございますが、福島アイホー様、日本調理機様、株式会社中西製作所

様でございます。以上３社でございます。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君。 

○８番（鈴木勝久君） 予定価格を決める際、設定した際に参考見積りを提出させること

の問題点、注意点というのがあるんですよ。まず、買手になる、普通ここに入札に参

加する業者からは、この参考見積りというのは実際あまり参考にならないんですね。 

   基本的には、予定価格は発注者が自らの責任で設定する性格のものであるというこ

とで、予定価格の発注機関がこれ以上、この予定価格というのは、これ以上の金額で

は契約しないと定めた上限価格であり、取引の実例価格、需給の状況、履行の難易、

数量の多寡、履行期間の長短などを考慮にして適正に定めなければならない。これ予

決令第８０条の２項に書いてあります。 

   なぜこんなことを言ったかといいますと、皆様もご承知だと思うんですけれども、

実は会津美里町の学校給食センター厨房機器購入疑惑というのが２０２２年６月に出

された資料があるんですけれども、我が西郷村がこれに非常に似た状態であるんです

ね。ですから、心配していたんですよ。これなぜ心配するかというと、この先庁舎の

建て替え、それから道の駅等、これから目白押しで公共施設を建設するんです。最低

限この予定価格をどうやってここは造っているんだという、だから、ここをしっかり

してほしかったんですよ。そうすれば入札状況、９９.７％であろうが、堂々と出せ

るはずなんです。 
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   ただ、今の話を聞いていますと、特にこの２社入札というのも非常に危険な問題な

んですよね。そういうところで相当危惧するわけでありまして、この内容について本

当はもっと詳しくしたいんですけれども、私、立場上ここではこれ以上、皆様のいろ

いろ事情がございますので、これと最低価格の話をしようと思ったんですけれども、

どうやってつけるかという。これはこの辺にしておきたいと思いますので、この後に

しっかりと予定価格、ここに書いてありますよ、発注者が自らの責任で設定すべき性

格のものであると。改善すべき方向性ということが書いてあって、これも調べれば分

かりますから、しっかりとこの辺を学習して、コンサルタントでも何でもいいですか

ら、適正にその価格を見極める目をつけていただきたいなと、そう思って質疑を終わ

らせていただきます。 

   以上です。 

○議長（真船正康君） ８番鈴木勝久君の質疑は終わりました。 

   続いて、そのほか質疑のある方は挙手をお願いいたします。 

   １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） １２番。 

   議案第５４号について質疑をしたいと思います。 

   これ以前にも質疑をしておりますけれども、ナンバー３の決算書の１０３ページの

中で一番下段、農林水産費で農業費の中での農業振興費で、備考の中に業務委託とし

て福島プライド販売力強化支援事業費として２７９万９,５００円支出していますけ

れども、この内容についてまずお示しください。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君の質疑に対する答弁を求めます。 

   産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） 上田議員の質疑にお答えいたします。 

   福島プライド販売力強化支援事業費ということで２７９万９,５００円を計上して

いるところでございますけれども、こちらにつきましては、風評被害、またそのよう

なものを払拭するに向けた農産物のＰＲ等を行った業務でございます。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） １２番。 

   課長、今質疑だからね、質問と言ったんだ。そこちょっと訂正しないと駄目だよ。 

   今答弁いただいたんですけれども、風評被害を払拭するための様々な取組だという

ことで理解しました。その結果の効果はどうだったんですか、２７９万９,５００円

も支出をして風評被害とかでいろいろな取組をしましたということだったんだけれど

も、その効果というのはどういうふうに捉えていますか、その部分を私確認したいん

です。いかがでしょうか。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   風評被害ということで、実際福島県が原発事故によりまして農産物等に危険性があ

るんじゃないかということで、全国の方々の認識を払拭するということで様々なＰＲ
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活動を行ったわけでございますが、それに対してどれだけ払拭されたという具体的な

数値については、つかんではいないところでございます。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） １２番。 

   今、処理水をまた海洋放出するということで、東電のほうでは何か風評被害を弁償

しますよ、賠償しますよとかというのを言っていますよね、そんなことを言われてい

ますよね。 

   そういった中で、村としては、令和３年度において２７９万９,５００円のお金を

出していて、風評被害を払拭するために取組しましたよということ。効果が分からな

ければ、さらに今度また風評被害が出るかもしれない、海洋放出をした場合に。それ

にどういうふうに取組するのかなと思うんです。 

   前年も多分私同じようなことを聞いていると思うんだよ。令和３年度においてこの

約２８０万円のお金を支出をして効果がどうだったのか、その結果を基に新年度にど

のようにそれを反映させるのかということだと思って私は見ているんです。ですから、

そこを把握されていないというのは、ちょっとまずいんじゃないかなと思いますよ。 

   これ以上聞いても仕方がないので、次に伺いたいと思いますけれども、同じく担い

手育成支援事業で２６４万円、これ支出しています。この内容をまず確認したいと思

うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまの質疑にお答えいたします。 

   担い手育成支援業務といたしまして２６４万円ございますけれども、こちらの中身

につきましては、新規就農相談４件、認定農業者計画策定業務といって新規で２件、

再認定２４件等の合計でございます。うち、新規農業者の相談のうち２件が令和５年

度、来年度ですけれども、新規就農を予定している見込みとなってございます。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） 結果は、議会の資料の中でちょっと読み取れている部分あった

んです。この担い手育成支援事業の支出している内容、どういうことをやったんです

かというのを確認したい。そこいかがですか。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   新規就農相談ということ、また、就農計画、農業者計画の策定業務、また、再認定

業務２４件等につき委託料という形でございまして、業者に委託をお願いしてやって

もらっているというようなところでございます。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） 業者に委託したでよろしいんですか。確認します。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまの質疑にお答えいたします。 

   委託料で予算を計上されておりますので、委託ということで認識しているところで
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ございます。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） さっきの福島プライド販売力強化支援事業費、同じくこの担い

手育成支援事業、この金額というのはまるごと、まるごとじゃない、西郷農業公社の

ほうに支出していると思ったんですけれども、そこをちょっと確認したいんですけれ

どもいかがですか。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   先ほど議員のおっしゃったとおりでございます。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） １２番。 

   この予算の動かし方見ていると、結局農業公社にただ丸投げしているだけにしか見

えない。そうしたら、産業振興課に農業振興係というのは要らなくなっちゃうんじゃ

ないの、違いますか。行政になぜ農業関係の部署があって、その職員が配置されてい

るのか。職員が頑張っているのは分かります。縦横自由に、自由にと言ったら失礼だ

ね、縦横自在に頑張っておられる姿も見ています。ただ、この予算の結果だけ見ちゃ

うと、ただ丸投げして終わっているんじゃないのかなと思っちゃうんですよ。何のた

めにやっているのか分からない。 

   そして続いて１０５ページのほうにページ移りたいと思うんですけれども、今お話

ししました指定管理料でまるごと西郷館で６９３万円支出しています。農業公社の設

立の趣旨として、「農業の専門的な知識と経験を有する職員による技術的な支援体制

と自由な発想と行動により農業経営者の農業所得向上」とありますよね。「農業経営

の複合化、効率的な農業を展開するための組織化、法人化支援策、農地の集約、規模

拡大を図る」とありますけれども、具体的に６９３万円を、お金を村から支出をして

指定管理料としてお支払いをして、具体的に、では、効率的な農業を展開するための

組織化とか法人化の支援、あとは農地の集約、規模拡大、具体的に数字というのは、

こっちに上がってきていますか。伺います。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   この指定管理料でございますけれども、この中にそういった業務等を行うというよ

うな文言が入っているわけでございますが、具体的にはそのような業務までは至って

いないという現状はございます。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） そこまで至っていないということだね。 

   そして一番ここが重要だなと思うんですけれども、いわゆる西郷村の村からのお金、

指定管理料としてまるごと西郷館に６９３万円お金を出している。その結果がどうだ

ったのかというところなんですよ。 

   ですから、私から言わせれば、言わせていただければ、西郷村の農業経営者の農業
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所得がどこらまで上がったのか、この６９３万円お金を出したことによって、西郷村

の農業経営をされている方がどのぐらい所得が上がったのか、そこを把握されていま

すか。伺います。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   指定管理ということで西郷村農業公社についての決算の内訳を見ますと、大体毎年

販売価格というんですか、収支のほうは上昇しているところでございますけれども、

全体の農業者についてどれだけ収入が上がったということにつきましては、この指定

管理だけでは分からない部分がございまして、把握はしていないところでございます。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） それは詭弁だと思う。よく行政のほうは費用対効果という言葉

使われますよね。これだけ６９３万円もお金を、費用を出して指定管理として業務委

託をしていますよね。その結果、では、西郷村の農業者の方の所得がどのぐらい上が

ったのか、そこはきちっと把握すべきだと私は思いますよ。でなければ、出す意味が

ないと思う。 

   もう一つ伺いますけれども、いつまでこれまるごと西郷館のほうには指定管理料を

出すつもりなんですか、私はそろそろ自立させてもいいんじゃないかと思うんですけ

れども、伺います。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   ６９３万円ということで３年ごとに契約を見直して、令和５年度には再度契約の金

額とかを見直す形になるかと思うんですけれども、まるごと西郷館のほうにつきまし

ては、売上げも順調に伸びているというふうな実績もございますし、また、指定管理

料、村でお願いしている部分につきましては、売上げが伸びていることにつきまして

は、経営努力について伸びているということもありますので、一概にこれを減らすの

かどうかというふうな議論につきましては、また別に検討しなければならないと考え

ているところでございます。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） では、言います。これね、まるごと西郷館に出荷されている方

からよく言われるんですよ。西郷村でお金を出してやっている店なのに、西郷村の人

が物を並べるスペースがないよねと。何か見ると、近傍の方の品物ばかりで場所を取

られちゃって、西郷村の人が並べる場所がない。あってもその端っこの何か目立たな

いようなところだと。何のためにお金を出しているのと言われたんですよ。それに関

して、そういう意見を村では把握されていますか。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   スペースが少ないという話は聞いております。売場面積が当初の計画よりも拡張と

いいますか、出店される方も多くなってきておりますので、現在の面積では足りなく、
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増設なり何らかの形の方策を取ってほしいという話は受けております。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） 私が言っているのは、ハード的な部分を整備しろと言っている

んじゃないんです。西郷村の農家の方を優先すべきだよ。でなければ、この６９３万

円出す意味が薄いんじゃないんですかと言いたい。確かによそから来ていろいろなも

のを出してもらえれば、観光で来た方がそれなりに買っていっていただける、丸ごと

には利益につながると思う。でも、本来の趣旨である西郷村の農家の方の農業所得を

上げるための施設だと考えれば、今のこの６９３万円出しているお金というのは、ち

ょっと違うんじゃないかと申し上げて、新年度の予算に反映していただくように申し

上げて、私の質疑を終わります。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君の質疑は終わりました。 

   そのほか議案第５４号に対する質疑はございますか。 

   ９番真船正晃君。 

○９番（真船正晃君） ９番真船です。 

   なるべく時間の関係もあるので２点ほどお聞きしますが、答弁のほうひとつ簡潔に

お願いしたいと思います。 

   まず１点目なんですが、成果調書の７０、７１ページの件であります。 

   温泉健康センター、それに、失礼しました家族旅行村、こちらの経費が７,７５４万

４,０００円ということで出されております。村長、１２日の一般質問の答弁で、

１２月には令和５年度の予算を立てることになるので、１２月末までには業者を決め

たいというような答弁をされていらっしゃいました。昨年１２月３日が最後の全員協

議会で、それ以来議会のほうには何ら説明がなかったわけでありますけれども、その

後の業者選定の経過、それから現状今どうなっているのか、担当課長、すみませんが

答弁願います。 

○議長（真船正康君） ９番真船正晃君の質疑に対する答弁を求めます。 

   産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   現状どのような状況になっているのかということについてお答えいたします。 

   現在、西郷村におきましたは、両施設の民間活用に係るサウンディング型市場調査

のほうを行っているところでございます。この目的といたしましては、経営再建をす

るため、民間事業者による利活用、また施設の廃止を含めた今後の在り方を検討とい

うことで実施をしておりまして、（不規則発言あり）今実際募集を行っているところ

でございまして、今現在２社がそのサウンディングの市場調査に参加というふうなこ

とで申出を受けているところでございます。 

○議長（真船正康君） ９番真船正晃君。 

○９番（真船正晃君） 課長、いいです。 

   現在２社と協議を進めているというところでありますが、当初の私ども１２月３日

の全員協議会で示されたスケジュール、これによりますと、本来であれば今年３月に
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業者が決定というような計画にはなっていたようであります。村長がおっしゃられた

今年度中ということになると、やはり１年遅れということになりますが、したがって、

今年１年また、予算は承認されておりますので、今現在も維持管理を続けているわけ

でありますけれども、ちなみに村長、令和２年から昨年度までの金額、そして今年度

どのくらいかかるのか、要は合計でもいいですから、どのぐらいかかるのか、村長も

しお分かりになれば教えていただきたいと思います。 

○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） お答えいたします。 

   令和２年度に２,６００万円ほど維持管理、令和３年が２,５００万円程度維持管理

にかかっていると思っております。 

○議長（真船正康君） ９番真船正晃君。 

○９番（真船正晃君） やはり重要な案件ですから、当然そういう金額は頭に常に入って

いただいて当然だというふうに思います。ですから、今答弁いただきました金額

２,６００万円、これは本当にそのとおりであります。これは維持管理だけですので、

今回の決算では２,６００万円でしたっけ、建物が含まれての金額でいきますと、そ

してさらに本年度の計画が３,０００万円ほど組んであるそうなんですね。 

   ちょっと私、数字、私調べてもらったところの数字では。相当電気料が上がったり

とか、厳しい情勢が続く中でそれだけの予定がされる。そしてさらに今やっておりま

す測量、これも３,４００万円ほどの予算計上されております。これら全部含めます

と、これからかかるものを含めますと、１億４,０００万円超える数字になってしま

います。これだけかかっているというふうなことですから、少しでも早く決定をして

いかなくちゃならないということが一番今やらなくちゃならないことだと思います。 

   今課長の答弁では２社ということでありますので、この２社、なかなか私ども常任

委員会で７月１９日に見てきましたけれども、両施設本当に難しいと思います。それ

をやってくれるというところがあれば最高ですので、ぜひこの２社のうちどちらかと

契約できるように最大の努力をしていただきたいということで、この問題については、

最後に村長に本当に今年度末までには決定するんだという強い意思をもう一度表明い

ただければと思います。 

○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） ７月１９日に議員の皆さんが現地を見ていただいた、歴史を感じ

るかと思います。それをどうするかということも含めながら、業者２社ありますけれ

ども、それらとよく協議しながら、年度内にはやはり方向を出さないといけないと私

は思っておりますので、ご理解賜りたいと思います。 

○議長（真船正康君） ９番真船正晃君。 

○９番（真船正晃君） 年度内には必ず結論を出していただくということでお願いしたい

と思います。このままで行っちゃいますと、また来年度維持管理費予算計上なんてこ

とになったんでは、議員の皆さんからも理解はいただけないと思います。 

   したがって、１２月の予算計上のときには、あり得ないと思いますが、その辺のそ
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の時期にはどういう状況になっているのかというのをぜひ議会のほうに説明いただけ

ればなというふうに思いますので、お願いをしておきたいと思います。 

   もう１点ですが、成果調書１３１ページの西郷駐在所移転事業についてであります。 

   駐在所、非常にモダンな駐在所ができまして、村民の方もあの場所にできたという

ことで当然目立ちますし、安心もされているのかなというふうに思うんですが、後ろ

に残っている残地の件なんですが、この残地今後どのように、処分という言い方おか

しいんですが、どのようにあの土地を利用していこうとしているのか、私が一番心配

するのはキッズクリニックの薬局の脇の空き地と同じことになってしまうんじゃない

かと。ただそのまま何もしないでおくというような、要は土地がそのまま死んでしま

っているというようなことになったんでは、高いお金をかけているわけでありますん

で、ぜひそこが今どのような状況なのか、そして今後どのようにあの土地を有効活用

しようとしているのか、その点を最後に村長のほうからお聞きしたいと思います。 

○議長（真船正康君） 村長、髙橋廣志君。 

○村長（髙橋廣志君） お答えいたします。 

   あの土地は、駐在所移転ということで農協から１筆ということで買わさせていただ

きました。今駐在所利用されておりますけれども、残地については今後いろいろなこ

とを考えていきたいと思いますが、今のところこういったやりたいというビジョンは

ないんですけれども、有効活用をしていきたいと思いますので、ご理解賜りたいと思

います。 

○議長（真船正康君） ９番真船正晃君。 

○９番（真船正晃君） 今はないということでありますが、ぜひこちらのキッズクリニッ

クのほうもあれだけ残っています。非常に土地としてはすばらしい土地なわけであり

ますから、両方早急に有効活用ができるように活用方法を考えて利用していただくこ

とをお願いして、質疑を終わります。ありがとうございました。（不規則発言あり） 

   失礼しました。「キッズランド」じゃなく、「キッズクリニック」の薬局の脇の空

き地ということで訂正願います。よろしくお願いします。 

○議長（真船正康君） 許可します。 

   続きまして、議案第５４号に対するそのほかの質問のある方、挙手をお願いいたし

ます。 

   訂正。はい。 

○８番（鈴木勝久君） ８番鈴木です。 

   私も訂正をお願いしたいんですけれども、先ほど議案第５４号の中で「繰越明許費」

というのを再度使っていましたが、「債務負担行為」の間違いでした。訂正していた

だきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（真船正康君） ただいま８番鈴木勝久君から発言の訂正の申出がありました。会

議規則第６４条の規定により、議長において許可いたします。 

   続いて、議案第５４号に対してのその他の質疑ございますか。 

（「なし」という声あり） 
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○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第５４号「令和３年度西郷村歳入歳出決算の認定について」、本案に対する賛

成議員の挙手を求めます。 

（挙手多数） 

○議長（真船正康君） 挙手多数であります。 

   よって、議案第５４号は原案のとおり認定されました。 

◎議案第５５号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第８、議案第５５号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第５５号「令和３年度西郷村公営企業会計剰余金の処分及び決算の認定につい

て」、本案に対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手多数） 

○議長（真船正康君） 挙手多数であります。 

   よって、議案第５５号は原案のとおり認定されました。 

◎議案第５６号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第９、議案第５６号に対する質疑を許します。 

   １０番藤田節夫君の質疑を許します。 

○１０番（藤田節夫君） 議案第５６号「令和４年度西郷村一般会計補正予算（第３号）」

について質疑いたします。 

   まずはじめに、主な予算の内容ということで５ページですか、１２番に県産農林水

産物販売力強化支援事業とありますけれども、これは一般会計６２４万円、国県支出

金が６２３万８,０００円ですか、これ東京都内で開催される大規模なフードフェス

ティバルへのブース出展、西郷村産米を使用したメープルサーモン丼の提供や農産物

販売等となっていますけれども、これはもう既に決まっている行事なんでしょうか。 

○議長（真船正康君） １０番藤田節夫君の質疑に対する答弁を求めます。 

   産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   県産農林水産物販売力強化支援事業でございますけれども、この定例会におきまし

て予算が議決される形でございましたらば、実行に移すという形となります。予算の
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ほうが可決される形になりましたらば、実行に移す形となります。（不規則発言あり） 

○議長（真船正康君） １０番藤田節夫君。 

○１０番（藤田節夫君） このフェスティバルは１個だけなんですか。これに全部１,２４７万

８,０００円使用するという理解でよろしいんでしょうか。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   こちらのイベントになるわけですけれども、日本最大級の魚食、魚を食べるイベン

トということで、東京の代々木公園や日比谷公園などで実施を行う形となりますけれ

ども、来場者を大体１００万人と見込んでおりまして、それに西郷村も参加するとい

うような形となりますが、予算額といたしましては１,２４７万８,０００円、国庫、

国県支出金、これで６２３万８,０００円でございますけれども、残りの部分、一般

財源に計上はしてありますけれども、残りの部分は震災特交、震災復興特別交付税と

いうことで充てられることになりますので、西郷村の持ち出しにつきましては、ほぼ

ゼロに近い形となることを思っております。 

○議長（真船正康君） １０番藤田節夫君。 

○１０番（藤田節夫君） 大規模なお祭りだとしてもですよ、１,２４７万８,０００円と

いう予算はちょっと私には考えられないんですけれども、ここにメープルサーモン丼

の提供と書いてありますよね、これは無料で出すということで理解していいんですか。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   メープルサーモン丼の提供でございますけれども、こちらは料金を取って提供する

という形になるかと思います。 

○議長（真船正康君） １０番藤田節夫君。 

○１０番（藤田節夫君） そうすると、これ何日間やるんですか、期間は。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

◎休憩の宣告 

○議長（真船正康君） ちょっと暫時休憩いたします。 

（午前１１時５６分） 

◎再開の宣告 

○議長（真船正康君） 再開いたします。 

（午前１１時５６分） 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   現在のところまだ確定した日にちではないんですけれども、実際の開催期間といた

しましては、２０２３年２月２３日木曜日から２４、２５、２６と４日間となってご

ざいます。 

○議長（真船正康君） １０番藤田節夫君。 

○１０番（藤田節夫君） これ何名ぐらいで参加する予定なんですか。 
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○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   まだ実際のところ稼働するに当たって動いているわけではございませんので、人数

等決めているわけではございませんけれども、産業振興課以外にも観光協会等いろい

ろな協力を得ながら実施する形となるかと思いますし、出展する業者さんなんかも一

緒に行くという形になるかと思いますので、そこそこの人数にはなるかと思っており

ます。 

○議長（真船正康君） １０番藤田節夫君。 

○１０番（藤田節夫君） あまりにも予算が、一つの国というか主催であっても、予算的

に見ると相当な予算なんでびっくりしちゃったんですけれども、後で内容等が分かれ

ば教えていただければと思います。 

   それと、次に、６ページですかね、主な予算の概要の６ページですけれども、一般

質問の中でもお話ししましたけれども、まず燃料購入費用等一部を支援するというこ

とですけれども、この業者の範囲はどのぐらいの範囲なんでしょうか。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   物価高騰対応西郷村中小企業緊急支援事業についてのおただしだと思います。その

中での業者ということで、業者につきましては、村内に事業所を有する中小企業等と

いうことでございます。 

○議長（真船正康君） １０番藤田節夫君。 

○１０番（藤田節夫君） これは何というの、小売店とかのも全部入ると理解してよろし

いんですか。小売店も全部、何事業者ぐらいいるんでしょうか。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） お答えいたします。 

   中小企業ということで、法人４５０社、個人事業主３５０社ほど西郷村内にはある

ということで認識しております。 

○議長（真船正康君） １０番藤田節夫君。 

○１０番（藤田節夫君） これに書いてあると、燃料費購入費等となっているんで、具体

的に我々だとそういった業者がメインになるのかなとは思うんですけれども、そうい

ったことではなくて、こういった物価高騰に関して村内の小売り・零細企業が大変厳

しいということで、その辺は全員に出すと、給付金として出していきたいということ

で理解してよろしいんでしょうか。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   物価高騰対応ということで、全業者に、先ほど申し上げた全ての会社にという話で

はございませんでして、一応交付の対象経費につきましては、事業所が事業を行う当

たりに負担した燃料費ということで、ガソリン、灯油、軽油及び電気、公共料金とい

うことで電気代、ガス代などの経費を対象経費としているところでございます。 
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   また、交付の額につきましては、令和４年４月から令和４年９月までの任意の１か

月の対象経費の総額から前年度の対象経費の総額を差し引いた額に１２を乗じ、その

額の１０％ということで積算をしているところでございます。 

   簡単に申しますと、前年と今年の月で一番差額が大きかった月を比べて、それを年

間１２か月を掛けて、その１０％が交付の対象経費となるというふうな積算でござい

ます。 

   ただ、上限を設けておりまして、法人につきましては１０万円を上限、個人事業主

につきましては５万円を上限ということで上限をつけさせてもらっているところでご

ざいます。 

◎休憩の宣告 

○議長（真船正康君） ただいま１０番藤田節夫君の質疑の途中でありますが、これより

午後１時まで休憩いたします。 

（午後０時０１分） 

◎再開の宣告 

○議長（真船正康君） 再開いたします。 

（午後１時００分） 

○議長（真船正康君） ここで財政課長より資料の訂正についての発言の申出がありまし

たので、これを許します。 

   なお、訂正書類は議長においてあらかじめお手元に配付しておきましたのでご了承

願います。 

   財政課長。 

○財政課長（渡部祥一君） 資料の差し替えをお願いいたします。 

   資料の差し替えは、今定例会で配付しました入札結果報告書の入札状況調書３４件

のうち５件目の、お配りしました西郷村第二中学校中庭改修工事の入札状況調書です。 

   訂正箇所は、この中に、今回お配りした中の中段に最低制限価格、予定価格が明記

されておりますが、配付した資料にその明記がございませんでした。申し訳ございま

せん。差し替えをお願いします。 

○議長（真船正康君） 財政課長から訂正についてありましたが、今後は十分気をつける

よう申し伝えます。 

   それでは、休憩前に引き続き、議案第５６号に対する質疑を続行いたします。 

   １０番藤田節夫君。 

○１０番（藤田節夫君） それでは、先ほど課長が答弁しましたけれども、燃料購入費用

ということで、ガソリンとかガス代とか、電気代と言いましたけれども、これは売上

げには関係ないという理解でよろしいんですか。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   売上げには関係なく燃料の高騰費に対してということになっております。 

○議長（真船正康君） １０番藤田節夫君。 
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○１０番（藤田節夫君） それでは、昨年の要するに燃料費とかを何だ、抜粋してそれで

幾らかかったと。今年は何月で幾らかかっていると。その差額が昨年より多い事業者

のみということになりますよね。 

   そうすると、なかなか限られてきちゃうと思うんですけれども、輸送業務とかやっ

ている事業者は、仕事柄ね相当それはありますけれども、普通の小売業とかやってい

るところはそんなにはないと思うし、売上げにしても、昨年はもう外出規制があった

りして、今年はそれがなかったんで売上げ的にはちょっと伸びている事業者も多いと

思うんですけれども、そういったところは考慮をしないで、ただ燃料費、ガス、公共

料金も含むかどうか分からないですけれども、こういったことで理解してよろしいん

でしょうか。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   先ほど申されましたあくまで燃料費及び公共料金ということで、ガソリン、灯油、

軽油、また電気、ガスなんかにつきましては、昨年に比べると今年は間違いなく上が

っておりますので、その値上げ分に対してということで計算をして支援するというふ

うな形となっております。 

○議長（真船正康君） １０番藤田節夫君。 

○１０番（藤田節夫君） そうね、了解しましたけれども、そうすると本当に限られた事

業所だけの給付になっちゃうのかなと私は思うんですけれども、もっと簡素化して、

昨年は外出規制なんかもあったんで、それと昨年と今年ではまた違う、売上げなんか

も相当落ちているので、昨年はね。今月はそれなりに伸びているところが多いと思う

んです。外出規制が今年はなかった分だけは伸びていると思うので、そうすると数え

るぐらいしかないのかなと私は思うんですけれども。 

   それとこの何だっけな、業務委託８０万円、需用費。これはどちらに委託するので

しょうか。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   業務委託として西郷村商工会を予定しております。 

○議長（真船正康君） １０番藤田節夫君。 

○１０番（藤田節夫君） 了解しました。 

   それともう１点、補正予算の主な内容の５ページの１１番ですか、西郷村施設園芸

野菜振興対策事業費ということで２００万円計上されておりますけれども、この資材

の機械とか、農業用施設ですか、そういった面は分かるんですけれども、材料費等と

なっているんですけれども、これは具体的にどういったもので限度額は幾らぐらい見

ているのか、お聞きします。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   西郷村施設園芸野菜振興対策事業でございますけれども、こちらにつきましては、
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農業機械や農業用の施設、ビニールハウスとかですね、そのような資材の購入を行う

場合に助成をするということでありまして、それぞれの項目別に金額、補助の金額が

限られていまして、資材なんかだと１０万円とかいろいろ決められておりまして、細

かい内訳の資料を今持ってないもんですから全てお答えすることができないんですけ

れども、そのような農家に対する支援ということで、資材等購入した場合にはこちら

の事業で支援するという中身となっております。 

○議長（真船正康君） １０番藤田節夫君。 

○１０番（藤田節夫君） それでは、施設とか機械によって補助額が違うと理解してよろ

しいですか。村民はそれを知るのにはどうしたらいいんですか。私、農業やっていな

いんで分からないんですけれども、農業関係やっている人はほとんど分かっているん

ですかね。この補助額とか、どういったものに補助が出ているとか、これに対しては、

これに関しては幾らまで補助が出るよというのは、皆理解しているんですか。村民に

知らせなくちゃいけないですよね、せっかくいいことをやるんですから。その辺はど

う考えているんでしょうか。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   産業振興課のほうに相談に来られた場合には、当然のことながらこういった事業が

ありますというアナウンスはさせてもらっているところでございますし、この事業、

単独事業になりますけれども、事業が始まった当初も、何らかのチラシなどを配布す

るなりの周知は行っているというふうなことで認識しております。 

○議長（真船正康君） １０番藤田節夫君。 

○１０番（藤田節夫君） それで今回もそういったことで知らせると、関係者にはね。こ

ういった補助出るよということで知らせるということで了解してよろしいんですか。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   この事業につきましては、新規で今回改めてやるというものではございませんでし

て、既に実施しているものについて予算が足りなくなったので計上したというふうな

事業でございますので、ご理解いただければと思います。 

○議長（真船正康君） １０番藤田節夫君。 

○１０番（藤田節夫君） なるほど。了解しました。 

   以上で質疑を終わらせていただきます。 

○議長（真船正康君） １０番藤田節夫君の質疑は終わりました。 

   次に、議案第５６号に対しての質疑ございますか。 

   １１番矢吹利夫君の質疑を許します。 

○１１番（矢吹利夫君） １１番。 

   議案第５６号「令和４年度西郷村一般会計補正予算（第３号）」について質疑しま

す。 

   小規模導水路整備事業について伺います。８,７００万円の内訳をちょっと、大き
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いのだけで結構ですので具体的に説明願います。 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君の質疑に対する答弁を求めます。 

   産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   小規模導水路整備事業の大きなものということでございますので、大きなものの

１つ目といたしましては、西原地区水路工事、また上新田地区水路工事、小田倉馬場

坂地内水路法面補修工事、熊倉地区舗装工事、折口原地区水路工事、藤生段地内水路

工事等々となってございます。 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） １１番。 

   事業目的の中で、各行政区等からの水路等の維持補修要望が多数申請されておりま

すが、その中で、課長にお聞きしますが、その優先順位といいますか、これはどうい

う判断でしているのか説明願います。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   優先順位というご質疑でございますけれども、まず基本となるのが行政区長さんか

ら導水路等の維持補修申請とか、そういったものが出てきたものについて、まずでき

るのかどうか判断の上、予算の大小にも関わりますけれども、予算が確保できたもの

から順番に処理していくというふうな形を取っております。 

   また、なかなか物理的な問題とか、地権者の問題とか、難しい部分につきましては、

後回しになる、優先順位的には下がってしまうようなこともあるかもしれませんけれ

ども、基本的には行政区長さんから上がってきたものについては、全て行ってきたい

というスタンスの下、やっているところでございます。 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） いろいろと課長さんも代わったもので、継続ということで申し

送りはしておると思いますが、私の記憶では１０年近くたつと思うんです。一の又路

線のほかから引いている、結構事業費はかかるの課長は認識していると思いますが、

一遍にやれとは言いませんけれども、それも随時入れておけばいいのかなと思うんで

すけれども、区長さんの要望の中でも大小ありますけれども、継続でずっと申し送り

して課長さん、３回かな、今の相川産業振興課長で代わって何人、以前その計画も補

正でも当初でも入れてもらえれば一番ありがたいんですけれども、一向に要望のみで

頭に入っていないんだか何だか、いろいろと村長の判断ですから仕方ないと思います

が、それもくんでいただきたいと思います。 

   内容的なのは、８,７００万円の理解しました。ありがとうございます。 

   それに、体育館管理費について、今回、５４８万円の体育館管理費の中でトレーニ

ング機器導入５台ありますね。以前も修理ということで、あまりひどくならないうち

にやったらどうかということで私も指摘はしていたんですけれども、今回ようやく上

がったという、この５台の内訳を金額で、どういう機器を入れるのかご説明をいただ
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ければありがたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（真船正康君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（須藤隆士君） ただいまの質疑にお答えいたします。 

   今回、体育館の２階にありますトレーニング室に新たにライトウエイトマシンシリ

ーズということで、体を鍛えるトレーニング機器を５台購入する運びということで予

算のほう計上させていただいております。 

   中身としましては、ちょっと実際の機器の名称になってしまうんですけれども、チ

ェストプレス、主に何というんですかね、こういった胸とか、そういった部分を鍛え

る機械でございます。それからペックデックというような、これも同じような部分で

はあるんですけれども、あとはレッグエクステンション、足の部分を鍛えるような機

会になります。それからミッドロウ、これは背中の部分ですね、それからラットプル

ダウンということで、こちら背中を鍛えるような部分ではありますけれども、こちら

５台の機械を新たに購入させていただきたいということでありますが、こちらにつき

ましては、今回ちょっと寄附というようなことで、購入費用については全額、そうい

ったことでの寄附を受けるような形で今話が進んでいるところでございます。 

   ちょっと機械の具体的な名称で申し上げておりますので、非常に分かりづらいかも

しれませんけれども、差し支えなければ後ほど図面等でご覧いただきたいなというよ

うなことで考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） 再質疑します。 

   この５台購入の内訳の金額と、どういうものを使っているのか、説明しても分から

ないということであれば、ある程度金額大きいのはあそこにある寝て上げたりとか引

っ張ったりするものだと思うんです、金額ね。そのほかの足踏みだのは金額的には大

したかからないと思いますけれども、一番大きいのが大体１００万円ぐらいかかると

か、課長が申し上げましたとおり、３３７万円の内訳は寄附ということで入っていま

す。あと一般財源から２１０万３,０００円ですか、入っていますけれども、それは

内装ということで分かっているんですけれども、それで５台丸っきり同じものではス

ペース的にもトレーニングルームが狭いもんでできないから、その詳細的なものを教

えてください、金額等ということで質疑したわけなんですけれども。 

○議長（真船正康君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（須藤隆士君） お答えいたします。 

   今回購入します５台につきましては、実際体育館の２階にありますトレーニング室

につきましては、非常にそれぞれの機械について年数がたっているところもありまし

て、中には一部不具合といいますか、ちょっと使いづらいものもございます。そちら

につきましては、実際２階のトレーニング室の中を見ていただきまして、こういった

器具を入れたらいいんじゃないかというような、何というんですかね、アドバイスを

いただきながら機械のほうの選定５台をさせていただいたところです。 

   金額につきましては、一番高いものでメーカーでの金額ではございますけれども、
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約７５万円ほどの機械でございます。その他の一番今回の中で安いものでありまして

も、おおよそ７０万円近くということで、５台につきましてはそれぞれ５万円くらい

の差があるのみで、５台ともほぼ似たような金額での内容となっております。 

   今回入れる機械につきましては、何と言ったらあれですけれども、通常のダンベル

とかバーベルとかを使ってやるという機械よりは、サーキットジム的な、何というん

ですか、機械におもりとかがついたりしてそれで使うような器具でございますので、

扱い方としては、非常にこれまでよりは安全面では優れているんじゃないかというこ

とで考えているところでございます。 

   以上です。 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） １１番。 

   今の課長の答弁で理解したところもありますけれども、安全面ということで今おっ

しゃったんですけれども、安全面の問題であれば、以前も私、何回か見ているんです

よ、あそこ使っている人、使い勝手の。まず、床がもろに機械置いてあるだけで、前

の課長にも言ったんですけれども、ゴムのラバーの厚いものを置かないと、じかにコ

ンクリ入れて、機械なんぼ新しいのを交換しても壊れちゃいます。以前多少ボルト取

れたものを言ったにもかかわらず、修理不可能になっちゃって壊れた状態で、金額が

安くないから早いうちに手を打ったほうがどうですかというふうに言ったにもかかわ

らず、金があるんだかなんだか分からない、今回寄附していただいたという。 

   私にすれば管理がずさんというか、あの全体あれだけの重みがあれば、当然衝撃も

加わって重くて力抜けたらもろに落としますから、あの床見たときありますか、ぼこ

ぼこですよ。だから、厚いマットを部屋全体に引いて、衝撃を吸収するようなマット

をその機械の下に。ほかのジム見て、私も行っていますけれども、見ると分かります。

全然違いますよ。また新しいの５台入れても、すぐ壊れます。きちんとそういう基礎

的なのからきちんとやらないと駄目です。 

   そういうことで、今回ようやく５台購入していただいたということで、利用者とし

ての私も一人として喜んでおります。 

   以上です。ありがとうございます。 

○議長（真船正康君） １１番矢吹利夫君の質疑は終わりました。 

   議案第５６号に対するそのほか質疑の方ございますか。 

   １２番上田秀人君の質疑を許します。 

○１２番（上田秀人君） １２番。 

   議案第５６号について質疑をしたいと思います。 

   質疑をするに当たって、９月補正の主な内容を記載された資料のほうが分かりやす

いと思いますので、その資料でちょっと質疑をしたいなと思います。 

   ページ数で４ページで、衛生費で、これは保健衛生費になるのかな。新型コロナウ

イルスワクチン接種事業ということで金額が計上されています。これに関しては、今

ワクチン接種に関してはいろいろな情報が今世の中錯綜しています。そういった中で、
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特に今注視していただきたいのは、小さな子どもさん、５歳からかな、そういう子ど

もさんに対してのワクチン接種も今取り沙汰されています。ワクチン接種に関しての

メリット・デメリット、これらを全て、全てというか村でつかんでいる情報をきちん

と接種対象者に説明をして、接種対象者がきちんと判断できるようにすべきだという

ふうに考えますけれども、いかがでしょうか。伺います。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君の質疑に対する答弁を求めます。 

   健康推進課長。 

○健康推進課長（田部井吉行君） １２番上田議員のご質疑にお答えいたします。 

   村では、昨年５月から新型コロナウイルスのワクチン接種の事業を継続的に行って

おりますけれども、接種券を配布をさせていただく際に、そういった議員おただしの

ようなワクチンのメリット、あと危険性というのを周知した上で配布をさせていただ

いております。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） 説明をさせてもらっているということで理解をしております。 

   ただ、今テレビ、私、テレビよく見ないので分からないんですけれども、テレビを

見ていると、ワクチン接種を接種しないと駄目だよという情報しか流れていないとい

うことを言われる方がいるんです。反対に今度インターネットなんかを見ていると、

ワクチン接種をするといろいろなデメリットがあるよとか、情報が流れている。だか

ら、世の中今いろいろな情報が錯そうしてしまっているので、行政の公正な情報を提

供すべきだというふうにお願いをして、次の質疑に入ります。 

   続いて、同じく６ページの部分で、これは農林水産費の中の農業費で、畜産農家に

対する補助の部分がございます。これ前回、私、畜産農家に対しても補助をすべきだ

よとお話をして、それが今予算化されてきた部分もあるのかなというふうに高い評価

をするところであります。 

   ただ、昨今１つの情報が入ってきまして、北海道、九州あたりでは、子牛の価格が

１０万円以上暴落していると、今回、何十年かぶりに乳価が引き上がったんですけれ

ども、その引上げ分が結局子牛の値段が下がったことによって、畜産農家がまた同じ

く収入が減ってしまうということが言われてきています。まだ本州ではそこまで至っ

ていないみたいなんですけれども、北海道なんかではなっているということで、本州

でもそうなるんじゃないかという心配の声が今寄せられてきていますので、担当課に

おかれましては、大変であってもアンテナを高くしていただいて対応を検討すべきと

考えますけれども、いかがでしょうか。伺います。 

○議長（真船正康君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（相川哲也君） ただいまのご質疑にお答えいたします。 

   西郷村畜産飼料緊急支援事業についてのご質疑だと思います。現在西郷村のほうで

は補正予算に計上ということで、１頭当たり１万円、乳牛は１頭当たり１万円、肉

牛・繁殖牛につきましては、１頭当たり２,５００円ということで計上しているとこ

ろでございます。 
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   また、最近の新聞なんかですと、酪農対策ということで国のほうで１頭１万円とい

うふうな施策を打ち出して、新聞紙上に載ったところも承知しているところでござい

ます。 

   また、乳価につきましては、１１月から引上げといいますか、異例な措置ではござ

いますけれども、１１月から引き上げるというふうなことで、これも農家さんにとっ

てはありがたいというような情報だと思います。 

   また、県のほうにつきましては、輸入乾燥牧草購入費に対する補助ということで、

１トン当たり５,０００円ということで、県酪農協、全農福島、県南酪農などの段階

から各農家さんのほうに支援されるというふうな情報も入っているところでございま

す。 

   また、同じく畜産飼料、畜産といいますか、配合飼料の価格安定制度という国の制

度がございまして、これに加入しているとある程度の補塡金がもらえるんですけれど

も、これは県におきまして令和３年度加入金が３００万円、１トン当たり４００円だ

ったものが、令和４年度、今年は１トン当たり６００円に引き上げるというような支

援策も打ち出されているところでございます。 

   様々な支援策を見て村のほうでも何かできることはないかということで、今回補正

予算のほうにこのようなものを計上させてもらったところでございます。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君。 

○１２番（上田秀人君） 今いろいろ説明を受けたんですけれども、私はそういったこと

は大体情報入っていましたんで、ただ、村が今回こうやって補正で予算を組んだとい

うことに対して、私評価をしているわけです。ただ、せっかくこうやって予算を組ん

でいただいて対応していただけるものの中で、今申し上げましたように、北海道、九

州あたりでは子牛の値段が暴落したと、１頭当たりもう１０万円ぐらい下がってきて

いるという話なんですよ。 

   理由としては、外食しないことによっていわゆる肥育屋さんが子牛を買わないこと

が１つの原因にもなっているし、外食も落ち込んでいると、コロナの関係でね。そう

いった面で価格が暴落したんだよということを聞いているんで、まだ本州においては

その影響は色濃くは出ていないみたいなんで、それが影響が出るはずかもしれないと

いうことで、アンテナを高くしていただきたいなということでお話をしております。 

   そういった中で、さらに畜産農家だけでなくて稲作農家、野菜を作られている農家

の方々、この年末に向けていろいろな資材の支払いとか出てくると思います。ですか

ら、そういった面でも緊急的に救済措置を取れるような、そのためにもアンテナをも

う一段、二段高くしていただいて現状を見ていただきたいというふうにお願いをして、

質疑を終わります。 

   以上です。 

○議長（真船正康君） １２番上田秀人君の質疑は終わりました。 

   続いて、議案第５６号に対する質疑ございますか。 

（「なし」という声あり） 
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○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第５６号「令和４年度西郷村一般会計補正予算（第３号）」、本案に対する賛

成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第５６号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第５７号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第１０、議案第５７号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第５７号「令和４年度西郷村墓地特別会計補正予算（第１号）」、本案に対す

る賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第５７号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第５８号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第１１、議案第５８号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第５８号「令和４年度西郷村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）」、本

案に対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第５８号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第５９号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第１２、議案第５９号に対する質疑を許します。 



 

－111－ 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第５９号「令和４年度西郷村介護保険事業特別会計補正予算（第２号）」、本

案に対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第５９号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第６０号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第１３、議案第６０号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第６０号「令和４年度西郷村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」、

本案に対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第６０号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第６１号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第１４、議案第６１号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第６１号「令和４年度西郷村水道事業会計補正予算（第２号）」、本案に対す

る賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第６１号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第６２号に対する質疑、討論、採決 
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○議長（真船正康君） 続いて、日程第１５、議案第６２号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第６２号「令和４年度西郷村工業用水事業会計補正予算（第１号）」、本案に

対する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第６２号は原案のとおり可決されました。 

◎議案第６３号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第１６、議案第６３号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第６３号「令和４年度西郷村下水道事業会計補正予算（第２号）」、本案に対

する賛成議員の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第６３号は原案のとおり可決されました。 

◎報告第３号に対する質疑 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第１７、報告第３号に対する質疑を許します。 

   質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   報告第３号「令和３年度西郷村財政健全化判断比率の報告について」は終わります。 

◎報告第４号に対する質疑 

○議長（真船正康君） 続いて、日程第１８、報告第４号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   報告第４号「令和３年度西郷村公営企業会計資金不足比率の報告について」は終わ

ります。 

◎報告第５号に対する質疑 
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○議長（真船正康君） 続いて、日程第１９、報告第５号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   報告第５号「一般財団法人西郷村農業公社経営状況報告について」は終わります。 

◎議案第６４号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、追加日程第１、議案第６４号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   議案第６４号「西郷村教育委員会委員の任命について」、本案に対する賛成議員の

挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、議案第６４号は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

◎諮問第２号に対する質疑、討論、採決 

○議長（真船正康君） 続いて、追加日程第２、諮問第２号に対する質疑を許します。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

   討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

   これより採決を行います。 

   諮問第２号「人権擁護委員候補者の推薦について」、本案に対する賛成議員の挙手

を求めます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、諮問第２号は適任の意見を付すことといたします。 

◎議員派遣の件 

○議長（真船正康君） 次に、日程第２０、議員派遣の件を議題といたします。 

   本件につきましては、地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１２９条の規

定により、議員の派遣について議会の議決を求めるものであります。 

   おはかりいたします。 

   お手元に配付したとおり、議員を派遣することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 異議なしと認めます。 
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   よって、議員を派遣することに決定いたしました。 

◎閉会中における継続調査の結果について 

○議長（真船正康君） 次に、日程第２１、閉会中における継続調査の結果についてであ

ります。 

   このことについて、議会運営委員会委員長並びに産業建設常任委員会委員長より別

添のとおり報告がありました。 

   つきましては、本報告書の写しの配付をもって委員長報告といたしますので、ご了

承のほどよろしくお願いいたします。 

◎各委員会の閉会中の所管及び所掌事務調査の件 

○議長（真船正康君） 次に、日程第２２から日程第２５までの各常任委員会の閉会中の

継続調査の件を議題といたします。 

   お手元に配付したとおり、各委員長から会議規則第７５条の規定により、所管並び

に所掌事務調査について閉会中の継続調査の申出がございました。 

   おはかりいたします。 

   委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに賛成議員の挙手を求め

ます。 

（挙手全員） 

○議長（真船正康君） 挙手全員であります。 

   よって、委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定いたしま

した。 

   これで、本日の日程は全部終了いたしました。 

   本会議中、誤読などによる字句、数字、その他整理を要するものにつきましては、

議長に一任いただきたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（真船正康君） 異議なしと認めます。 

   よって、議長に一任をいただきます。 

◎閉議の宣告 

○議長（真船正康君） 会議を閉じます。 

◎閉会の宣告 

○議長（真船正康君） これをもちまして、令和４年第３回西郷村議会定例会を閉会いた

します。 

   お疲れさまでした。 

（午後１時３９分） 
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